










ＡＬＣＯで学び、1999年に“Les peintres japonais à l’épreuve de la guerre (1935-1952).”で博士号を取
得し、現在は母校の教授職にある。
　リュケンは、1999年の日仏会館研究者時における集中的な資料収集及びその後の調査、ならびに勤
務先における講義録を基に、2001年にL’Art du Japon au vingtième siècle. Pensée, formes , résistances.
Hermann, 2001, Paris.を出版するが、その著作は翌年（02年）第19回渋沢・クローデル賞を受賞してい
る。その後、博士論文を基にするGrenades et amertume. Les peintres japonais à  l’épreuve de la
























































































































































































































































































7 rhétorique de l’indiscrimination　この語は、意味が取りづらいため、リュケン本人に確認したと
ころ、ここで言う「非差別」は社会的差別を意味するのでなく、普遍的合理主義の拒否あるいは、不
可能性という意味で用い、「レトリック」も「修辞学」の意味ではなく、英語のnarrativeに相当すると
のことであった。
8 稲賀前掲書、35～36頁。　
9 稲賀前掲書、36頁。
10 稲賀前掲書、37頁。
11 稲賀前掲書、38頁。
12 稲賀前掲書、39頁。
13 稲賀前掲書、40～42頁。
14 稲賀前掲書、43頁。
15『南方熊楠　土宜法竜往復書簡』八坂書房、1990年、46頁。
16 鶴見和子『南方熊楠　―地球志向の比較学―』講談社学術文庫、1981年（初出は1978年『日本民族文化
大系』第4巻、講談社）、87頁。
17 鶴見前掲書、88頁。前掲『南方熊楠　土宜法竜往復書簡』、335頁。
18 前掲『南方熊楠　土宜法竜往復書簡』、334頁。
19 中沢新一『カイエ・ソヴァージュ　第5巻　対称性人類学』講談社、2004年、264頁。
20 中沢新一「今日の野生の思考　第3回　来るべき経済学のために」『群像』講談社、2008年12月号、269
頁。
21 中沢前掲書、271頁。
22 中沢前掲書、286頁。
